
市民公募文化事業　平成２０年度の公演団体募集と
　　　　　　　　　平成１９年度の公演のお知らせ

ロックなど　演劇・ダンス分野�演劇、ミュージカル、
舞踊、バレエなど　伝統芸能分野�能、狂言、歌舞伎
などの古典芸能
※ただし、①主として営利目的の事業、②政治的・宗
教的な宣伝意図があると認められる事業、③チャリテ
ィー事業、④他の助成金などを交付されている事業、
⑤教室などの発表会は除きます。
●公演場所　文化センターマツバホールまたは市民会
館サルビアホール
●公演時期　来年４月１日～翌年３月３１日（期間内に
実績報告が必要）
●その他　公演終了後、１か月以内に実績報告が必要。
●申し込み　４月１日�～３０日�（火曜日を除く）に応
募用紙を持って生涯学習課文化振興係（市民会館内）へ。
※応募用紙は同係・市ホームページで配布。

連絡先（敬称略）入場料ところとき催し名
実行委員会�０９０〈１８３０〉
８４５３

１０００円
（未就学児無料）市民会館サルビアホール５月１３日�午後２時 輪 っ 鼓 のまつりばやし

わ こ

事務局／フォトボックス内
阿部�〈９８〉８８８３無料市民会館サルビアホール５月２７日�午後（時

間未定）
第３０回東海北陸市民
バンドフェスティバル

事務局／ろくえん市民会館店
稲垣�〈７５〉０７７７無料市民会館サルビアホール９月２日�時間未定アマバン　やろまい！

事務局／矢田�〈７７〉３８８２５００円
文化センターマツバホー
ル１０月１４日�午後２時

安城市少年少女合唱団
第３回演奏会

事務局／畔柳�〈７５〉８４１９２５００円（予定）
文化センターマツバホー
ル１０月予定

マーチン・シャーク・トリオ＆
ニューカントリージャズオーケ
ストラ　ジャズ　コンサート

●支援方法　応募者を審査し、公演を委託します。
※事業の実現性、独創性、公募事業目的との合致性を審
査します。
●委託料　上限は５０万円以内。次の対象経費が委託料に
なります。　対象経費�作品作製費、設営・舞台費、前
日・当日の会場使用料、伴奏者の出演料、宣伝・印刷費、
事務費（対象経費の１割以内）など
※収益のある事業は、対象経費から収益を差し引きます。
支出された対象経費から収益を差し引いた金額が委託料
を下回った場合には、その額に委託料を変更します。
●対象　市内に活動拠点を置いて１年以上の文化活動実
績のある市民・団体で、自らが主となって演じる公演者
※ただし、①主として営利目的での公演を行う団体、②
政治団体・宗教団体、③学校・企業などは除きます。
●公演内容　音楽分野�交響楽、室内楽、オペラ、民謡、
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平成18年度文化事業の実施風景�

♪安城市少年少女合唱団�♪安城ゴスペルクワイヤー�
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問い合わせ ▼生涯学習課文化振興係（市民会館内／�〈７５〉１１５１）

県
外
医
療
機
関
の
受
診
も
対
象
に

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を
７
回
に
拡
大
し
ま
す

■
乾
燥
生
ご
み
と
野
菜
の
交
換
が

で
き
ま
す
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●
と
き　

４
月
５
日�
・　

日�
・

１５

　

日�
、
５
月
５
日�
・　

日�
・

２５

１５

　

日�
、
６
月
５
日�
・　

日�
・

２５

１５

　

日�
午
前
６
時
〜　

時
ご
ろ
。

２５

１１

７
月
以
降
も
毎
月
５
の
つ
く
日
に

実
施
予
定
で
す
。

●
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
箕

輪
支
店
地
内
。
左
図
参
照（
箕
輪

町
本
屋
敷　

－

２
）

７２

●
交
換
内
容　

電
動
式
生
ご
み
処

理
機
で
処
理
し
て
で
き
た
乾
燥
生

ご
み
１
㎏
と
野
菜　

円
分

１００

※
乾
燥
生
ご
み
と
は　

高
温
の
温

風
で
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ
る
タ
イ

プ
の
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
で
処

理
さ
れ
た
生
ご
み
で
す
。
乾
燥
前

の
生
ご
み
４
〜
５
㎏
か
ら
１
㎏
の

乾
燥
生
ご
み
が
で
き
ま
す
。

■
生
ご
み
減
量
を
行
う
団
体
を
支

援
し
ま
す

●
対
象
団
体　

市
内
に
住
所
が
あ

る　

世
帯
以
上
で
構
成
さ
れ
、
密

１０
閉
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、
電
動
式

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
生
ご
み
処

理
機
器
を
使
用
し
生
ご
み
の
減
量

を
６
か
月
以
上
取
り
組
め
る
団
体

●
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
内
容

団
体
構
成
員
間
で
の
研
究
会
の
開

催
、
処
理
機
器
へ
の
生
ご
み
投
入

量
と
排
出
量
の
計
測
な
ど

※
取
り
組
み
後
に
感
想
、
生
ご
み

投
入
量
と
排
出
量
の
記
録
、
活
動

記
録
写
真
な
ど
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
報
奨
金
額　

１
団
体
５
万
円
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■
拡
大
す
る
５
回
分
の
助
成
内
容

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
が
４
月

１
日
以
降
に
受
け
る
妊
婦
健
診

※
県
外
医
療
機
関
で
の
受
診
も
含

み
ま
す
。

●
内
容　

定
期
健
診
で
通
常
実
施

さ
れ
る
検
査
項
目

●
助
成
額　

実
費
負
担
し
た
健
診

料（
１
回
の
上
限
５
９
８
０
円
）

●
申
請
の
仕
方　

妊
婦
健
康
審
査

受
診
証
に
、
医
療
機
関
で
そ
の
都

度
５
回
分
ま
で
の
必
要
事
項
を
記

入
し
て
も
ら
い
、
領
収
書（
写
し
）

を
添
付
し
て
健
康
課（
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
／
〒　

－

０
０
４
５
横

４４６

山
町
下
毛
賀
知　

－

１
）へ

１０６

※
県
外
医
療
機
関
で
受
診
を
し
た

場
合
は
申
請
書
に
領
収
書（
写
し
）、

妊
婦
・
乳
児
健
康
審
査
受
診
票

（
裏
面
の
健
診
結
果
報
告
書
を
記

入
し
た
も
の
）を
添
付
し
て
同
課

へ
。

※
い
ず
れ
も
郵
送
で
の
申
請
可
。

※
受
診
証
、
申
請
書
は
母
子
手
帳

交
付
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

■
既
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
人
へ
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応
援
し
ま
す

生
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

問
い
合
わ
せ
▼
環
境
保
全
課

（
清
掃
事
業
所
内
／

�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６
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問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

主
要
地
方
道
豊
田
一
色
線�

ＪＡＪＡ�
あいち中央あいち中央�
箕輪支店箕輪支店�

箕輪公民館箕輪公民館�
箕輪町内会箕輪町内会�
事務所事務所�

ＪＡ�
あいち中央�
箕輪支店�

箕輪公民館�
箕輪町内会�
事務所�

箕輪町�

ココ�
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マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？



対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口で相談のうえ、お早めに申請してください。
※所得制限があります。
※下記は３月１５日現在の内容です。今後、手当額などが変更される場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対象手当名

児童課

１・２人目�５０００円
３人目以降�１万円

小学校修了前の児童を養育している人
※認定請求をした月の翌月分から、支給事由の消滅した月分まで支給。

児童手当

１人目�４万１７２０円
２人目�５０００円加算
３人目以降�１人増すごと
に３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日まで）の児
童及び父のいない２０歳未満の中度・重度の心身障害児の母、または母
にかわってその児童を養育している人
※父が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当�２５００円、県遺
児手当�４５００円（１～３年
目�４５００円・４～５年目�
２２５０円・６年目～支給停止）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度
の末日まで）の児童を監護養育している人
※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

１級�５万７５０円
２級�３万３８００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手帳１・２・３級
と４級の一部の身体障害のある２０歳未満の児童を養育している人

特別児童
扶養手当

障害援護課

２万６４４０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で精神か身体に重度の障害があるため、日常生活で常に特別
な介護を必要とする人（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①身体障害２級（一部を除く）以上の障害が重複してある場合
②身体障害２級（一部を除く）以上の障害と知的障害ＩＱ２０以下の合
併の場合
③身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以下
で、ほかに３級相当の障害が２つ以上ある場合
④身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以下か
同程度の障害、病状があり、日常生活でほぼ全面介助を必要とする場合
※施設入所者、長期入院は対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４３８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で精神か身体に重度の障害があるため、日常生活で常に介
護が必要な児童（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①１級の身体障害児
②２級の身体障害児の一部（常に介護を必要とする場合）
③ＩＱ２０以下の知的障害児
④前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１・２級でＩＱ３５以下の人
�１万６１００円
そのほかの人�７０００円

１・２級の身体障害者、ＩＱ３５以下の知的障害者、３級の身体障害者
でＩＱ５０以下の人
※特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給者、介護
保険による入院・施設入所者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持している
人

障害者
扶助料

該当する人はお早めに申請を
児童・母子・障害者に関する手当の支給制度

　

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■
開
業
日
時　

４
月
８
日�
か

ら
毎
週
日
曜
日（
年
末
年
始
を

除
く
）午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

■
回
収
場
所　

中
心
市
街
地
交

流
広
場
西
隣（
左
図
参
照
）

■
回
収
品
目

◎
新
聞
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

◎
雑
誌
類（
本
、
雑
誌
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
カ
タ
ロ
グ
、
コ
ピ

ー
紙
、
書
類
、
投
げ
込
み
チ
ラ

シ
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
プ
リ

ン
ト
な
ど
）

◎
紙
箱
・
紙
管
・
包
装
紙
・
封

筒（
菓
子
箱
、
レ
ト
ル
ト
食
品

の
箱
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の 
芯 
、
ラ
ッ
プ
の
芯
、
デ
パ
ー

し
ん

ト
の
紙
袋
や
包
装
紙
、
封
筒
）

◎
ダ
ン
ボ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

（
清
掃
事
業
所
内
／�
〈　

〉３
７６

０
５
３
）

至豊田�

至碧南� 至西尾�

東海道本線�

文化センター�

〒�

至
刈
谷�

至
刈
谷�

至
岡
崎�

至
岡
崎�

至
刈
谷�

至
岡
崎�

南明治都市�
整備事務所�

市役所�

市民会館�

P P

P
★�商工会議所�

JR安城駅�

中心市街地中心市街地�
交流広場交流広場�
中心市街地�
交流広場�

ココ�

「
移
動
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
設

「「
移移
動動
古古
紙紙
リリ
ササ
イイ
クク
ルル

スス
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」
開開
設設
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脚下照顧�
きゃっか　しょうこ�
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●
実
施
日　

個
人�
５
月　

日�
・

１５

６
月
２
日�
　

団
体�
５
月　

日
２９

�
・　

日�
・　

日�
、
６
月
１

３０

３１

日�●
見
学
施
設　

個
人�
梨
の
里
小

学
校
、
北
部
調
理
場
、
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
わ
く
わ

く
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
、
丈
山
苑
な
ど

※
６
月
２
日�
は
お
休
み
の
施
設

に
は
行
き
ま
せ
ん
。
昼
食
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
市
役
所
西
会
館
集
合
・
解
散
。

団
体�
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
す
。

●
定
員　

各　

人（
個
人
コ
ー
ス

２５

に
つ
い
て
は
申
し
込
み
が　

人
以

１０

下
の
場
合
は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費　
　

円（
給
食
試
食
代
）

２１５

か
ら（
見
学
施
設
に
よ
っ
て
は
別

途
入
場
料
な
ど
が
必
要
で
す
）

●
申
し
込
み　

個
人�
４
月
５
日

�
〜　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５

１１

時　

分
に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広

１５
聴
係
へ（
先
着
順
）

団
体�
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
同
係

１２

（
〒　�
８
５
０
１
安
城
市
桜
町　

４４６

１８

�
　

）へ
２３※

希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
し
、
結
果
は
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

市
の
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

「
施
設
め
ぐ
り
」
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ
▼
秘
書
課

　

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と

い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
そ
も
そ

も
人
間
は
、
最
初
に
思
い
立
っ

た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま

い
や
す
く
、
こ
れ
を 
戒 
め
る
た

い
ま
し

め
の
こ
と
わ
ざ
な
の
だ
ろ
う
。

　

市
長
に
就
任
以
来
、
週
末
の

早
朝
は
座
禅
に
出
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
禅
寺
で
「
な
ぜ

座
る
の
か
」
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

が
、
私
は
週
に
一
度
、
自
己
の

あ
る
べ
き
原
点
に
立
ち
戻
る
つ

も
り
で
座
る
。

　
 
正 

し
ょ
う 

身  
端  
座 
と
い
う
座
禅
の
姿

し
ん 
た
ん 
ざ

勢
は
、
身
心
安
定
の
基
本
姿
勢

で
あ
る
。
肉
体
と
精
神
の
安
定

を
得
る
た
め
、
ま
ず
姿
勢
を
整

え
、
次
に
呼
吸
を
整
え
、
そ
し

て
心
を
整
え
る
。

　

静
寂
の
中
、
た
だ
座
る
だ
け

だ
が
、
日
常
の 
喧  
騒 
の
中
で
見

け
ん 
そ
う

失
い
が
ち
な
も
の
に
気
付
か
さ

れ
る
。 
凛 
と
張
り
詰
め
た
空
気

り
ん

の
中
で
、
精
神
の
解
放
を
覚
え

る
不
思
議
な
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ

く
。

　

日
常
生
活

の
惰
性
に
流

さ
れ
ぬ
た
め
、

こ
う
し
た
折

目
が
必
要
な

よ
う
に
、
政

治
や
社
会
に

も
原
点
回
帰
の
節
目
が
必
要
だ

と
思
う
。

　

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
。

選
挙
に
立
候
補
す
る
者
に
は
大

変
な
精
神
的
緊
張
を
強
い
ら
れ

る
が
、
こ
う
し
た
緊
張
感
が
社

会
再
生
の
原
動
力
に
な
っ
て
く

れ
る
は
ず
だ
。

　

有
権
者
の
関
心
は
政
治
に
強

い
緊
張
を
与
え
、
有
権
者
の
無

関
心
は
政
治
を 
弛  
緩 
さ
せ
て
し

し 
か
ん

ま
う
。
政
治
家
も
有
権
者
も
、

四
年
に
一
度
は
ほ
ど
よ
い
緊
張

関
係
の
中
、
お
互
い
の
初
心
を

確
認
し
合
う
こ
と
に
大
き
な
意

義
を
感
じ
る
。

　

表
題
の
「
脚
下
照
顧
」
に
は
、

「
他
に
対
し
て
理
屈
を
言
う
前

に
自
分
の
足
も
と
を
よ
く
見
ろ
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
禅
寺
の

玄
関
先
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
忠

言
で
あ
る
。
統
一
地
方
選
挙
の

時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
と

思
い
、
自
戒
の
意
味
も
込
め
て

選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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